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平成5年11月

よ
り
深
し、

そ
し
て

広報たまかわ

2 

あ
た
た
か
い
交
流
を
図
る

8
月
例
日
か
ら

9
月
4
日
ま

で
の

4
泊
5
日
の
日
程
で
、
鹿

谷
郷
へ
の
海
外
派
遣
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
も

前
年
に
続
き
、
日
華
親
善
友
好

都
市
提
携
推
進
協
議
会
の
研
修

と
ふ
る
さ
と
創
生
海
外
派
遣
事

業
を
合
同
で
行
い
、
車
田
次
夫

村
長
を
団
長
に
お
人
が
参
加
。

し、

引
率
者
・
:
真
弓
好
司
参
加
者
:
・
藤

田
金
二
大
竹
達
良
小
山
田
武
雄

大
越
藤
幸
渡
辺
政
一
円
谷
ミ
ツ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
受
流
は
、
鹿
谷
国

民
小
学
校
の
運
動
場
で
鹿
谷
郷
の
老

人
会
の
方
々
と
試
合
形
式
で
行
い
、

そ
の
内
2
試
合
は
玉
川
と
鹿
谷
の
混

成
チ
ー
ム
で
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
。
昼
食
で
は
、
地
元
の
方
々
の

「
私
た
ち
が
1
勝

3
敗
と
負
け
る
ぐ

ら
い
、
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
が
と
て
も
上

手
で
し
た
。
お
昼
に
食
べ
た
五
目
ご

飯
は
本
当
に
お
い
し
か
っ
た
・
:
。
」

「
熱
心
に
練
習
し
て
い
る
せ
い
か
技

術
は
素
晴
ら
し
い
。
ル
ー
ル
に
つ
い

て
も
、
も
う
少
し
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。
」

「
昼
食
の
懇
談
の
時
に
、
玉
川
村
で

も
先
生
を
し
て
い
た
山
口
校
長
先
生

老
人
、
婦
人
、
産
業
、
教
育
の

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ

て
支
流
を
図
り
、
友
好
を
確
か

め
合
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

の
様
子
を

9
月
2
日
に
行
わ
れ

た
グ
ル
ー
プ
受
流
を
中
心
に
写

真
と
参
加
者
の
感
想
(
報
告
書

か
ら
の
抜
す
い
)
で
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

のボ
ー
ル
交
流

手
料
理
で
老
人
会
の
組
織
な
ど
に
つ

い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後

に
も
熱
の
入
っ
た
ゲ
ー
ム
を
2
試
合

行
い
、
予
定
の
時
間
を
過
ぎ
る
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

「
印
年
前
の
戦
時
中
の
軍
歌
が
ゲ
ー

ト
ボ
1
ル
場
で
歌
わ
れ
た
事
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
」

が
作
っ
た
国
旗
の
掲
揚
台
へ
案
内
さ

れ
た
り
、
作
詞
し
た
校
歌
を
聞
か
さ

れ
た
り
し
て
懐
か
し
く
思
い
ま
し

た。」
「
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
人
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
日
本
語
を
話
せ
る

の
で
異
国
の
感
じ
が
せ
ず
に
、
と
て

も
な
ご
や
か
に
交
流
が
で
き
ま
し

た。」

楽
し
い

引
率
者
・
:
佐
藤
恵
美
子
参
加
者
:
・

塩
沢
キ
ミ
エ
湯
沢
て
い
子
野
崎

豊
子
宗
形
恵
子
小
貫
ミ
サ
ヲ

大
和
田
昭
子
小
針
ナ
ミ
子

婦
人
受
流
は
、
歓
迎
式
が
終
わ
つ

で
か
ら
地
元
の
婦
人
の
方
々
の
自
家

用
車
に
分
乗
し
、
鳳
恩
鳥
園
に
会
場

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
川
村

の
婦
人
が
午
前
中
は
台
湾
の
唄
と
踊

り
を
教
わ
り
、
昼
食
後
は
、
日
本
の

大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
を
鹿
谷
郷
の
婦

人
に
教
え
る
な
ど
、
笑
顔
の
た
え
な

い
か
〈
流
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

懇
談
会
と
な
り
、
婦
人
の
活
動
や
生

活
に
つ
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し

合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
玉
川
村
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
と

聞
き
、
意
欲
的
な
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
・
・
・
・
・
・
」

「
鹿
谷
の
婦
人
の
方
々
は
、
気
持
ち

が
優
し
く
て
頑
張
り
屋
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
が
教
え
た
ダ
ン
ス
も
、

す
ぐ
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
L

「
私
た
ち
が
訪
問
し
た
時
が
中
元
節

で
、
婦
人
の
方
々
は
た
い
へ
ん
忙
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
う
れ
し

い
、
楽
し
い
と
い
っ
て
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
」

「ホ
l
ム
ス
テ
ィ
を
し
て
、
一
般
家

庭
の
生
活
や
料
理
、
伝
統
や
習
慣
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

っ
パ
ス
で
の
移
動
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
婦
人
の
方
々
が
少
し
で
も

交
流
の
時
間
を
長
く
し
た
い
と
自
分

の
車
に
乗
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
温
か

い
心
づ
か
い
と
積
極
さ
を
感
じ
ま
し

た」「
会
っ
て
日
分
も
た
た
な
い
う
ち
に

も
う
何
日
も
前
か
ら
の
知
り
合
い
の

よ
う
に
親
し
く
な
れ
る
婦
人
会
の
皆

さ
ん
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
緊
張
感

も
ほ
ぐ
れ
、
充
実
し
た
交
流
が
で
き

ま
し
た
」

「
交
流
が
始
ま
る
ま
で
は
と
て
も
不

安
で
し
た
が
、
会
っ
た
瞬
間
、
明
る

い
人
間
性
と
心
の
温
か
き
、
活
発
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
」
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日
月
5
日
須
釜
小
学
校
児
童

5
・
6
年
生
を
対
象

に
、
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
山
新
田

に
あ
る
ヒ
ノ
キ
採
種
園
と
四
辻
新
田
の
東
野
の
清
流
で

森
林
教
室
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

教
室
は
、
地
元
の
四
辻
新
田
愛
林
組
合
(
塩
田
征
二

郎
組
合
長
)
と
石
川
営
林
署
(
星
康
善
署
長
)
の
協
力

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
児
童
ら
約
別
人
が
参
加
。
初
め
に
、

日
本
の
林
業
や
森
林
の
役
割
り
な
ど
に
つ
い
て
営
林
署

の
職
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、
ヒ
ノ
キ
の
種
採
り
を

体
験
し
ま

L
た
。
子
供
た
ち
は
、
興
味
深
そ
う
に
種
を

観
察
し
な
が
ら
約
1
時
間
、

種
を
も
ぎ
取
り
、
そ
の
後
、

種
か
ら
1
年、

2
年
と
育
っ

て
い
く
過
程
の
説
明
を
受

け
、
し
き
り
に
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
口

ま
た
、
昼
食
時
に
は
場
所

を
東
野
の
清
流
に
移
し
、
約

ω年
位
育
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
見

な
が
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

広報たまかわ

須釜小児童が森林教室に参加1

熱
気
と

引
率
者
・
:
八
木
喜
久
夫
参
加
者
・
:

高
林
甚
之
助
車
回
喜
衛
大
竹
一

雄
野
崎
丈
吉
石
森
四
郎
一
橋

本

義

晴

石

井

貞

一

真

弓

一

治

鈴
木
安
夫
i

溝
井
浩
一

産
業
交
流
で
は
世
界
一
の
品
質
を

ほ
こ
る
凍
頂
ウ
ー
ロ
ン
茶
に
つ
い

て
、
茶
摘
み
か
ら
始
ま
り
製
造
過
程
、

そ
し
て
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
入
れ
方
や

飲
み
方
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
に
つ
い
て
は
、
山
全
体
が
竹

の
林
に
な
っ
て
い
否
中
で
、
四
角
や

三
角
の
竹
を
つ
く
っ
て
い
る
現
場
を

見
学
し
、
農
家
の
強
い
意
気
込
み
と

や
る
気
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た

「
鹿
谷
郷
の
方
々
は
、
生
産
し
て
い

る
ウ
ー
ロ
ン
茶
や
竹
細
工
を
、
玉
川

村
と
の
交
流
を
機
会
に
販
売
し
た
い

と
い
う
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
し
た
。
」

「
玉
川
村
の
多
く
の
人
に
、
あ
の
お

い
し
い
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
飲
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ル

ナ
シ
の
苗
を
台
湾
に
送
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
・
:
。
」

「
竹
づ
く
り
で
今
、
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
四
角
竹
の
栽
培
。
初
判
ン
れ
ぐ

ら
い
の
時
に
四
角
の
型
に
入
れ
て
作

り
ま
す
が
、
成
功
率
は
初
%
と
の
事
。

失
敗
し
た
も
の
は
別
に
利
用
す
る
と

引
率
者
:
・
永
林
正
典
参
加
者
・
:
溝

井
賢
彦
大
竹
寿
雄
吉
村
忠
雄

仁
井
田
ツ
ヤ
子
核
川
停
次
小
林

宏

寿

本

田

吉

和

森

博

教
育
受
流
で
は
、
鹿
谷
郷
に

9
つ

あ
る
小
学
校
の
う
ち
鳳
昌
国
民
小
学

校
と
託
児
所
を
訪
問
し
て
支
流
を
図

民
、で
あ
っ
た
」

「
日
本
と
同
じ
く
高
校
入
試
が
厳
し

い
で
す
が
、
制
度
が
悪
い
と
考
え
ず
、

教
師
、
親
、
本
人
が
挑
戦
し
て
い
く

気
持
ち
で
い
る
の
を
感
じ
た
。
頑
張

る
気
持
ち
、
向
上
心
な
ど
に
こ
れ
か

ら
の
教
育
面
の
高
さ
を
思
う
」

「
子
ど
も
の
表
情
は
生
き
生
き
と
し

て
い
て
好
感
が
も
て
た
。
何
か
児
童

は
目
的
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る
明

る
さ
を
見
て
、
曲
一
旦
か
さ
の
中
で
忘
れ

た
目
を
も虫同

ナ

り
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
校
長
先
生

を
は
じ
め
教
育
関
係
者
、
児
童
ら
の

拍
手
で
出
迎
え
を
受
け
、
児
童
に
よ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
体
操
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
時
の
託
児

所
を
訪
問
。
ま
た
、
教
育
懇
談
会
も

開
か
れ
、
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

が
ち
な
日
本
の
生
活
を
見
直
す
必
要

性
を
感
じ
た
」

「
施
設
の
面
で
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
が
、
元
気
一
杯
に
勉
強

に
運
動
に
励
ん
で
い
る
姿
に
、
将
来

日
本
を
乗
り
越
え
る
時
が
来
る
よ
う

な
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
L

「
子
供
た
ち
が
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
借
り
て
訪
問
者
同
志
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
せ

た
。
す
る
と
、
バ
ッ
ト
を
か
ま
え
て

の
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
」

「
歓
迎
会
で
は
人
々
の
明
る
さ
や
お

お
ら
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
農
業

に
つ
い
て
は
や
る
気
と
根
気
を
感
じ

ま
し
た
L

「
自
然
の
地
形
や
竹
を
利
用
し
て
、

自
分
た
ち
の
特
産
品
を
作
る
ん
だ
と

い
う
熱
気
と
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
。
で
き
れ
ば
水
稲
も
見
た
い
と
思

い
ま
し
た
」

「
村
の
風
土
と
環
境
に
合
っ
た
作
物

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
特
産
品
と
し
て

誇
り
を
も
っ
て
売
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

ー
茶
畑
と
竹
林
を
見
学
後
に
意
見
交

換
を
し
た
部
屋
に
は
驚
き
ま
し
た
。

壁
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
テ
ー
ブ
ル

や
イ
ス
、
家
具
や
飾
り
も
の
ま
で
す

べ
て
竹
。
こ
だ
わ
り
と
技
を
感
じ
ま

し
た
」

4 

「
校
長
の
あ
い
さ
つ
で
『
我
々
は
孔

子
様
の
教
え
に
従
っ
て
子
供
を
導

く
。
玉
川
村
の
良
い
友
人
が
来
ら
れ

た
事
は
大
変
う
れ
し
い
:
・
。
』
と
述
べ

て
い
た
。
儒
教
に
基
づ
く
し
つ
け
と

道
徳
教
育
が
人
格
形
成
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
し

て
、
将
来
を
担
う
児
童
生
徒
に
期
待

し
、
村
を
挙
げ
て
教
育
に
情
熱
を
傾

.

け
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
一
日

b

、、

打
た
せ
て
く
れ
と
い
う
子
供
た
ち
が

い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
お
互
い
を
知
り

合
え
る
近
道
で
は
な
い
か
と
思
う
」

「
・
:
小
学
校
か
ら
の
帰
り
に
、
教
室

の
子
供
た
ち
に
『
再
見
f
(
さ
よ
う

な
ら
と
と
手
を
振
っ
た
私
に
対
し

て
、
鳳
風
小
の
子
供
た
ち
は
『
さ
よ

う
な
ら
』
と
日
本
語
で
、
体
を
一
杯

に
つ
か
っ
て
こ
た
え
て
く
れ
た
。
こ

の
光
景
に
思
わ
ず
感
動
し
て
鳥
肌
が

立
っ
て
し
ま
っ
た
」

5 
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吉
司
自
匂
内
U
E

玉
川
村
消
防
団
(
大
竹
勝
義
団
長
)

の
秋
季
検
閲
が
日
月
M
日
(
日
)
村

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
団
員
と

婦
人
消
防
隊
員
、
関
係
者
約
制
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
風
の
強
い
寒
い
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
団
員
ら
は
寒
さ
に

ま
け
ず
士
気
高
ら
か
に
、
通
常
点
検

や
機
械
器
具
点
検
・
分
列
行
進
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
に
わ

た
る
消
防
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
次
の
方
々
に
、
各
種
表
彰
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

回
目
作
県
知
事
表
彰
(
優
良
青
年
消
防
団

員
章
)
曲
山
幸
男
(
蒜
生
)

回
凶
作
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
(
功
績
章
)

大
竹
勝
義
(
岩
法
寺
)

回
味
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
精
勤
章
)

真
弓
一
治
(
蒜
生
)
石
井
和
夫
(
四

辻
)
曲
山
幸
男
(
蒜
生
)

回
凶
作
村
団
長
表
彰
(
特
別
表
彰
)

野
光
徳
(
北
須
釜
)

第

連
覇

昨
年
に
続
き
行
わ
れ
た
小
隊
訓
練

競
技
会
で
は
、
団
員
ら
が
6
つ
の
小

平成6年の成人式を来春 1月15日(成人の日)に、玉川村就業改善セ

ンターで行います。

村内に住所がある該当者は次のとおりです。該当しているのに名前

が載っていない方や村タトに住戸肋tあってもふるさとで成人式を迎えた

い方は、 12月15日までに村公民館fr57-3101内線62番にお申し込み下
さい。(名簿は10月168現在のものです。)

磯自はるみ・山崎良浩・熊田義英・新居あい・坂本和枝・

須藤久之・野崎敦子・須藤孝一・矢部ゆかり・味原恵美・鈴木厚志・

須藤忠

曲山英樹・溝井明子・藁谷比登美

内田友久・小針満理子・首藤幸恵・西)11:英範・高原伸也・

矢吹隆子・溝井和正・佐藤明子・関根美和・溝井佐知子・車田フミ子

車田昭典

隊
を
編
成
し
て
技
と
正
確
さ
を
競
い

合
い
、
今
年
も
第
3
小
隊
(
岩
法
寺
・

竜
崎
分
団
)
が
優
勝
旗
を
手
に
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

・

優

勝

第

3
小
隊
(
岩
法
寺
・

竜
崎
分
団
)

-
準
優
勝
第
2
小
隊
(
小
高
・
中

分
団
)

-
優
良
指
揮
者
第
2
小

隊

関

根

雅
彦
(
小
高
分
団
)

-
優
良
第
1
分

隊

長

第

5
小
隊

榊
枝
清
(
北
須
釜
分
団
)

-
優
良
第
3
分

隊

長

第

6
小
隊

鈴
木
繁
一
(
吉
分
団
)

草

高林浅栄・高林裕美・吉田誠司・鈴木博美・永林しのぶ-

;J¥林開祐・岩谷唯義・遠藤尚・鈴木幸子・鈴木美喜子・野崎純一

高林厚

和田壷希子・大竹末子・草野奈緒美・石森

泉・瀬谷幸二-草野祐子・大竹豊彦司石森哲也・奥野

隆・石森吉美-佐藤義史・溝井栄子

岡部睦美・湯津のぞみ-小林啓二・仁井田ユミ-

鈴木真紀・上野孝子・上野後光・三吉隆生・久保木一枝・小針秀一・

仁井田充恵・小林進 ・渡遷幸一・添田紀子・小林勝則・佐藤鍵一・

鈴木信幸・岡部勇・熊田理香・佐藤貴雄 .;J¥林裕子・ ;J¥林さやか・

小林里美・ ;J¥林栄子

塩津幸彦・大野真紀・目黒良子・和気 毅・藤田浩希

塩津由美・安部秀幸・熊谷かおり・;J¥原幸枝・大野孝一・阿部由美子・

粛藤裕子・近内勝喜・斑邑千恵子・ ;J¥原和江・近内正治・遠野裕美子・

木戸恵子

勝

学永林

鈴木

草野康弘-小針明美・榊枝幸子・小針智幸・矢吹萎和子・

塩津貴広-榊枝和子・西舘英子

大和田誠・矢吹春菱

石森フミイ・石森幸治

関根広道
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4.3 
km 

口場白
まかう可
でら総
市合
内運
へ動
出公
て園
同陸
公上
園競
入技

小林祐子さん
(泉中3年)

竹
月
幻
自
(
日
)
白
河
市
か
5
福
島
市
ま
で
の

1
0
1キ
ロ
叩
区
間
を
激
走

す
否
第
5
回
市
町
村
対
抗
恒
鐸
田
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
が
開
か
れ
ま
す
D

一
昨
年
は
以
位
、
昨
年
は
印
位
と
徐
々
に
順
位
を
上
げ
て
い
る
玉
川
村
選

手
団
も
、
こ
の
大
会
に
3
回
日
の
出
場
を
し
ま
す
。

叩
月
鈎
日
に
は
選
手
団
の
結
図
式
も
行
わ
れ
、
本
番
へ
む
け
て
選
手
と
関

係
者
の
気
運
も
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
岡
〕
を
胸
に
、
玉
川
村
の
代
表
と
し
て
走
る
選
手
た
ち
を
、

村
民
み
ん
な
で
応
援
し
て
下
さ
い
。

全
コ
ー
ス
と
走
る
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

「
勝
ち
に
い
き
ま
す
」

「
今
年
で
3
回
目
の
出
場

と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上

の
成
績
を
目
指
し
て
、
前
半

か
ら
ガ
ン
ガ
ン
飛
ば
し
t

勝

ち
に
い
き
ま
す
」

3.4 
km 

松
陵
中
学
校
か
ら
福
島
大
学
ま

で

J小林路子さん
、(学法石川高校1年)

3.3 
km 

白
河
総
合
運
動
公
園
入
口
か
ら
フ

ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
白
河
工
場
ま
でん

)年
さ恵
和
百
陪
田
劃
塩
練午前8時05分スタート11月21日(日)

ふくしま駅伝

ゼッケンは

10.5 
km 

二
本
松
市
役
所
か
ら
松
陵
中
学

校
ま
で

.... 

上司野一徳さん
(岩瀬農業高校2年)

8.6 
km 

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
白
河
工
場
か

ら
泉
崎
村
役
場
ま
で

控

選

手

武
田
康
雄
(
塙
工
業
高
校

2
年
)

大
竹
良
光
(
泉
中
学
校
1
年
)

渡
辺
守
(
学
法
石
川
高
校
1
年
)

鈴
木
文
子
(
須
釜
中
学
校

1
年
)

鈴
木
悦
美
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

補

欠

選

手

小
林
信
幸
(
泉
中
学
校
1
年
)

大
越
紀
幸
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

草
野
旭
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

関
根
勝
夫
(
須
釜
中
学
校
2
年
)

佐
久
間
浩
幸
(
泉
中
学
校
2
年
)

水
野
寿
(
泉
中
学
校
2
年
)

大
野
久
美
子
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

阿
部
峰
子
(
須
釜
中
学
校

2
年
)

関
根
裕
美
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

鈴
木
聡
美
(
須
釜
中
学
校
2
年
)

石
井
紀
子
(
須
賀
川
女
子
高
校
2
年
)

小
針
和
彦
(
ト
ス
テ
ム
)

小
針
仁
一
(
ト
ス
テ
ム
)

石
森
四
郎
一
(
須
賀
川
東
部
運
送
)

5.4 
km 

日
本
全
薬
工
業
か
ら
郡
山
総
合

体
育
館
ま
で

5.2 
km 

郡
山
総
合
体
育
館
か
ら
行
健
小

学
校
ま
で

10 
km 

本
宮
橋
南
か
ら
一
本
一
本
松
市
役
所

ま
で

小林浩二さん
(日本東北高校2年)

近内信和さん
(須釜中3年)

有賀秀和さん
(須釜中3年)

んさ
)

義
江
唯
一
尉
谷
須
山石

8.8 
km 

矢
吹
町
役
場
か
ら
岩
瀬
牧
場
ま

で

5.3 
km 

岩
瀬
牧
場
か
ら
須
賀
川
市
役
所

ま
で

『----z
m川
.-VA 

n
k
u
 

須
賀
川
市
役
所
か
ら
日
本
全
薬

工
業
ま
で

n
h
u
 .

m川

n『
U
L
M
n

行
健
小
学
校
か
ら
日
和
田
駅
入

口
ま
で

ι
・τF円u
m川

n
H
u
l
u
n
n
 角田重成さん

(清陵情報高校1年)
鈴木 篤さん
(日本東北高校3年)

8 

小林勝則さん
(泉中1年)

小針一志さん
(コパリ抜型)

草野敏史さん
(泉中3年)

曲山ひとみさん
(泉中2年)
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.... 
B凶S

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会

議
が
主
催
し
た
第

9
回
「
家
庭

の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
第

8
回
「
少
年
の
主
張
」
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
、
今
年
初
め
て
行
わ

れ
た
第

1
回
「
家
庭
の
白
」
書

写
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、

叩
月
仰
日
村
就
業
改
善
セ
ン

第 9回

「家庭の日」
祖母の役に立ちたい鈴木勝彦6年須釜小第 1回

「家庭の臼」書写コンクール入賞者 作文コンクール入賞者

あだたらのちょう上をめざして矢吹澄江2年チヤツ

私の胸の「ドヰ、ドヰ」

チヤツ

母を幸せに

ぼくの弟

チヤツ

関根いづみ

大野晴子

隆

溝井敦志

フ忙
木木1年

2年

3年

1年

須釜中

中

中

中泉

泉

泉
車田直子

2年 吉田直樹

1年

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
つ
l

ル
は
、
子
供
た
ち
に

家
族
と
の
ふ
れ
合
い
や
自
分
の

体
験
を
ふ
り
返
っ
て
も

5
い、

そ
の
感
動
を
心
に
残
す
た
め
毎

年
、
村
内
の
小
中
学
生
全
員
を

対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

うちのほんおどり

おもしろかったおかし作り

赤ちゃん

カレー作り

佐久間拓也

車田恭子

小木智美

盲小原

2年

4年

3年

3年

作文コンクール入賞者

第 8回

「少年の主張」

小木奈津子

倉鎌みほ

八木佳美

矢吹兼次

尚

塩田ちひろ

小針

4年

4年

6年

6年

5年

3年

川辺小

宝一lJ¥

須釜小

みんなでそば作り

おばあちゃんがんばって

石井明子

坂本梨恵

6年

5年

僕の決意

中 老人との出会いから

草野孝幸

溝井敦子

2年

3年
瀬谷麻理子

草野美恵子

1年

2年

須釜中

須釜中

高原麻理恵6年

側)撞島県長寿社会推進機構(佐藤栄佐

久理事畏)が主催した明るい長寿社会づ

くり「三世代の主張」では、泉中学校から

2人の生徒の作品が入賞し表彰されまし
た。入賞したのは、最優秀賞の溝井恵さん

は年)r祖父の生き方に学ぶ」三連秀賞の

黒須紀子さんは年)r今、私達がしてやれ

ること」のお二人です。表彰式は10月23日
に会津若松市で行われ、最優秀賞に輝い

た溝井恵さんは、ステージで自分の作品

を堂々と発表しました。溝井さんの作品

を紹介しますD

でl葺
力r

自然の中の家庭の日

「
祖
父
の
生
き
方
に
学
ぶ
」

「
恵
、
元
気
か
。
一
緒
に
じ
ゃ
が
い
も
掘
り

す
っ
ぺ
な
。
」

何
と
郡
山
か
ら
、
祖
父
が
じ
ゃ
が
い
も
掘

り
を
手
伝
う
た
め
に
自
転
車
で
来
て
く
れ

た
の
で
す
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
今
日
も
自
転
車
で
来
た

の
?
く
た
び
れ
な
い
か
い
。
」

こ
う
私
が
聞
く
と
、
祖
父
は
笑
い
な
が
ら
、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
は
若
い
者
に
は
ま
だ
ま
だ

負
け
ら
れ
な
い
わ
い
。
虫
歯
だ
っ
て
、
一
本

も
な
い
ぞ
。
ほ
ら
、
元
気
、
元
気
。
」

と
軽
く
駆
け
足
を
し
て
み
せ
る
の
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
、
祖
父
と
一
緒
に
じ
ゃ
が
い

も
掘
り
を
し
た
夜
、
取
り
た
て
の
じ
ゃ
が
い

も
を
ふ
か
し
、
食
卓
を
囲
み
ま
し
た
。
祖
父

や
父
は
お
酒
を
飲
み
、
歌
な
ど
歌
い
あ
い
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

「
恵
、
こ
の
前
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
わ
き
市

ま
で
、
自
転
車
で
行
っ
て
き
た
ぞ
。
」

と
祖
父
が
言
う
の
で
す
。
私
は
、
七
十
八
歳

の
祖
父
が

1
ぎ
ま
で
行
っ
た
と
い
う
の

で
驚
い
長
、
い
ま
し
た
。

孤独を乗り越えて

ち
ど
こ
ら

t12行
け
る
し
、
い
ろ
ん
玄
所
に

友
達
も
草
慧
か
ら
、
旅
は
自
転
車
に
限

る。」祖
父
は
、
県
内
に
あ
る
名
所
旧
跡
を
よ
く

自
転
車
で
見
て
回
り
ま
す
D

自
転
車
で
旅
を

す
る
時
は
、
い
つ
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
双
眼
鏡

を
手
放
さ
な
い
の
で
す
。
疲
れ
る
と
休
憩
し

な
が
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
て
、
元
気
回
復

を
待
っ
そ
う
で
す
。
軍
歌
を
吹
く
と
「
頑
張

る
ぞ
。
」
と
い
う
気
に
な
っ
て
く
る
と
言
い

ま
す
。酔
っ
た
時
、
大
き
な
声
で
歌
を
歌
う
祖

父
。
祖
父
の
歌
の
う
ま
さ
は
抜
群
で
す
D

そ

れ
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ま
で
弾
く
祖
父
。
歌

の、

2
ま
さ
は
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
私
に
も
流

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

は
、
学
校
の
特
設
合
唱
部
員
に
私
が
選
ば
れ

た
か
ら
で
す
c
私
が
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、

祖
父
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
孫
だ
も
ん
、
当
然
。
頑
張

黒須紀子3年中瀬谷ゅう子

れ。」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

一
度
だ
け
、
祖
父
と
二
人
で
福
島
空
港
ま

で
、
自
転
車
で
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
先
頭
は
祖
父
。
私
は
祖
父
に

追
い
つ
く
の
に
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
踏
み
ま

し
た
。郡
山
に
住
む
そ
の
祖
父
が
、
去
年
の
四

月
、
息
子
の
転
勤
に
伴
い
、
岩
手
に
移
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
と
て
も
が
っ
か
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
望
遠
鏡
で
私
を
見
な
が
ら
、

「オ
1
、
恵
は
な
か
な
か
の
美
人
だ
な
あ
、

目
が
い
い
。
優
し
い
目
を
し
て
い
る
。
」

な
ん
て
冷
や
か
し
た
り
、
突
然
郡
山
か
ら
来

た
り
、
楽
器
を
弾
い
て
く
れ
る
そ
ん
な
祖
父

2年須釜中

溝
井

恵
(
泉
中
3
年
)

寸
す
ご
い
。
何
時
間
か
か
っ
た
の
?
口
L

と
尋
ね
る
と
、

「
八
時
間
だ
っ
た
な
あ
。
い
わ
き
の
お
じ

さ
ん
の
家
に
つ
く
ま
で
は
、
長
い
坂
道
も
あ

り
、
き
っ
か
っ
た
け
ど
な
、
い
ろ
い
ろ
風
景

を
み
な
が
ら
楽
し
み
も
多
か
っ
た
ぞ
。
」

と
満
足
そ
う
に
一
一
一
口
う
の
で
す
ロ

祖
父
は
、
こ
の
時
は
、
自
転
車
を
よ
く
整

備
し
、
リ
ツ
ク
サ
ッ
ク
に
い
つ
も
の
よ
う
に

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
双
眼
鏡
と
修
繕
道
具
を
入

れ
、
さ
ら
に
牛
乳
と
パ
ン
も
つ
め
、
地
図
を

持
っ
て
出
か
け
た
そ
う
で
す
口
出
発
す
る
ま

で
に
は
、
体
力
を
鍛
え
る
た
め
、
筋
ト
レ
な

ど
も
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
体
調
を
万
全

に
し
、
い
わ
き
の
叔
父
の
家
で
一
泊
し
、

帰
っ
て
き
た
の
で
す
c

祖
父
の
口
癖
は
、
こ
う
で
す
。

「
車
だ
と
速
す
ぎ
て
、
自
分
の
行
き
た
い

場
所
は
よ
く
見
れ
な
い
し
、
自
由
に
行
動
出

来
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
そ
こ
に
い
る
人

達
に
話
を
聞
い
た
り
も
出
来
な
い
し
な
。
自

転
車
だ
と
、
ま
ず
体
に
も
い
い
し
、
あ
ち
こ

に
な
か
な
か
あ
え
な
く
な
る
と
思
う
と
、

が
っ
か
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
祖
父
達
が
転
勤
し
て
か
ら
数
日
後
、

祖
父
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

何
と
祖
父
は
、
メ
ー
タ
ー
付
き
の
新
し
い

自
転
車
を
買
い
、
元
気
に
盛
岡
市
内
の
名
所

や
、
近
く
の
山
々
を
見
て
回
っ
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。

父
も
母
も
、
こ
の
電
話
で
、

「
さ
す
が
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
。
こ
の
調
子

じ
ゃ
、
本
当
の
盛
岡
か
ら
自
転
車
で
来
る
か

も
知
れ
な
い
ぞ
。
」

と
言
い
あ
っ
た
の
で
す
D

祖
父
は
、
引
っ
越
す
前
に
父
や
母
に
、

「
自
転
車
で
恵
に
会
い
に
い
く
ぞ
。
」

と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
父
や
母
は
冗
談

に
す
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

私
は
、
祖
父
な
ら
き
っ
と
や
る
に
違
い
な
い

と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
す
。

今
、
私
に
は
一
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
高
校
に
入
学
で
き
た
ら
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
、
盛
岡
の
祖
父
の
所
へ
行
く
と
い

う
計
画
で
す
。
自
転
車
で
訪
れ
た
私
を
見
た

ら
祖
父
は
な
ん
と
言
う
で
し
ょ
う
。
今
か
ら

そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

七
十
八
歳
の
祖
父
の
パ
ワ
I
に
十
五
歳

の
私
だ
っ
て
ま
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
来
年
の
夏
休
み
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
ね
。
盛
岡
の
名
所
を
案
内
し
て

く
だ
さ
い
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ペ
ダ
ル

を
踏
む
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ

い
。
」
祖
父
の
生
き
方
は
、
高
齢
化
社
会
の
中

で
最
高
に
す
て
き
な
生
き
方
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
両
親
に
も
、
祖
父
の
よ
う
な
生
き

が
い
の
あ
る
老
後
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

10 

恵さん溝井黒須紀子さん
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度
卒
業
生
が
校
歌
を
刻
ん

だ
記
念
碑
と
昭
和
幻
年
度

卒
業
生
の
サ
ザ
ン
カ
の
木
。

体
育
館
に
は
昭
和
白
年
度

卒
業
生
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ

幕
と
昭
和
幻
年
度
卒
業
生

か
ら
の
校
歌
を
書
い
た
額
、

そ
れ
に
昭
和
国
年
度
卒
業

生
か
ら
の
教
育
目
標
を
書

い
た
額
が
贈
ら
れ
て
い
ま

す。
記
念
品
に
は
、
卒
業
生

た
ち
の
母
校
の
更
な
る
躍

進
を
願
う
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

母
校
の
更
な
る
躍
進
を
願
っ
て

卒
業
生
、
が
母
校
に
記
念
品

昨
年
改
築
さ
れ
た
須
釜
中
学
校

に
卒
業
生
か
ら
記
念
品
な
ど
の
寄

いよいよ農協合併ヘ
「あぶくま石川農協」予備契約調印式
石川地方の農協合併について各農協ごとに地域座談会

や説明会などが行われてきましたが、ついに合併仁向け

ての予備契約調印式が石川町で開かれました。合併され

るのはJAいわき石川町、 JA玉川村泉、 JA須釜、 J
A蓬回、 JA平田村小平、 JA浅川町、 JA古殿町の 7
つの農協で「あぶくま石川農業協同組合J として生まれ

変わります。調印式では、合併予備契約書などに 7つの

農協の組合長理事と立会人として石川地方の 5町村長が

署名し、平成 6年 3月の新JA発足を誓い合いました。

付
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

玄
関
前
に
は
須
釜
中
の
昭
和
白
年

玉川支屈の開屈を記念して
須賀川信用金庫から100万円の寄付
須賀川信用金庫から村に100万円の寄付があり、村長室
で贈呈式が行われました。式では、須賀川信用金庫の伊藤

理事長が「地域の人たちにお世話になり玉Jfl支庖を関庖で
きました。村発展のために役立てて下さい」と車田村長に

寄付金を手渡し、車田村長は「有効につかわせていただき

ます。ありがとうございました」とこたえました。

ガ
l
ナ
共
和
国
の
ジ
エ
リ
l
・
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
大
統
領
一
行
口
人
が
、
福
島
空
港
か
ら
帰
国
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。
大
統
領
一
行
は
、
東
京
で
聞
か
れ
た

「
ア
フ
リ
カ
会
議
し
に
出
席
し
た
後
、
同
国
に
ゆ
か
り

の
あ
る
猪
苗
代
町
の
野
口
英
世
記
念
館
や
郡
山
市
の
ハ

イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
な
ど
を
見
学
す
る
た
め
来
県
し
た
も
の

で
す
。

玉33
山年
体の
墓伝
鞠統

村
民
体
育
祭
が
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
村
民

の
健
康
づ
く
り
と
親
ぼ
く
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
大
会

も
、
回
を
重
ね
る
こ
と
今
年
で

お
回
目
。
村
の
伝
統
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

玉
川
一
小
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に

し
た
入
場
行
進
に
始
ま
り
、
区

対
抗
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、
綱
引

き
な
ど

M
種
目
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。

優

勝

中

区

準
優
勝
川
辺
区

第
3
位

南

須

釜

区

教
育
委
員
に

小
原
嗣
男
さ
ん

日
月
却
日
村
長
室
に
お
い
て
、

村
教
育
委
員
の
任
命
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
就
任
さ
れ
た
教
育
委
員

は
、
小
原
嗣
男
さ
ん

(ω
歳
・
南

須
釜
)
で
、
任
期
満
了
と
な
っ
た

大
野
式
吉
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

先
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
同
意

さ
れ
た
も
の
で
す
D

小
原
さ
ん

は
、
今
後
4
年
間
、
村
の
教
育

行
政
に
た
ず
さ
わ
り
ま
す
。

防ごう電波障害
図案コンクールで泉中から2人が入賞
福島県電波障害防止協議会が主催した第

26回電波樟害防ー止図案コンクールで泉中学

校の 2名の作品が入賞しました。

入賞したのは溝井二三子さん(NHK賞)
と関根誠くん(福島中央テレビ賞)の2人の

作品です。自には見えない電波ですが、私

たちの生活を支えている大切なもの。お互

いに気をつけたいですね。
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平成5年11月

-・，..，、
仁一

ロ
ー
ン

t

凶
作
対
象
者
次
の
学
校
に
入
学
・
在

学
の
方
ま
た
は
保
護
者
(
高
校
・
高

等
専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学

院
・
盲
学
校
の
高
等
部
な
ど
)

ι

凶
作
融
資
金
額

1
人

m万
円
以
内

*
利
率
年
“
%
(
日
月
1
日
現
在
)

*
融
資
期
間

8
年
以
内

t

凶
作
使
い
み
ち
入
学
時
に
必
要
な
費

用
(
入
学
時
学
校
納
付
金
、
受
験
の

た
め
の
費
用
な
ど
)
在
学
中
に
必
要

な
費
用
(
授
業
料
等
学
校
納
付
金
、

下
宿
代
な
ど
住
居
に
係
る
費
用
、
通

学
に
必
要
な
交
通
費
)

*
返
済
方
法
元
利
均
等
毎
月
払
い

*
保
証
(
財
)
教
育
資
金
融
資

保
証
基
金
ま
た
は
保
証
人
1
人
以
上

*
申
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込
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・
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わ
せ
先
国

民
金
融
公
庫
郡
山
支
庖

8
0
2

4
9
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平成5年11月

11月

17日(水)

18日(梢

⑮ 

⑮ 

広報たまかわ

;令書による国民年金

保険料の免除

今年の夏の異常気象による農作物等の

減収のため国民年金保険料の納付が困難

と思われる方は速やかに免除申請してく

ださい。

免除申請書には次の事項を記載する

ごとになります。

(1)被害を受けた農作物の作目

(2)被害を受けた農作物の面積

(3)被害の程度(減収量及び減収率等)

(4)被害を受けたことに伴う所得の減

少見込額

(5)その他参考となる事項

免除期間の開始は、申請のあった日

の属する月の前月からとなります。

3.免除を受けていた保険料は追納でき

ます。

保険料の免除を受けた方が、その後経

済的余裕ができて保険料を納めることが

できるようになったときは、将来有利な

年金を受けることができるように免除さ

れていた期間の保険料の全部又は一部を

後から10年前までさかのぼって納めるこ

とができます。詳しいことは役場住民課

の年金係にお問い合わせください。

泉中学校文化祭(体育の部〉か5

ゼ‘ッタイ
10/1----11/30 

麻薬・覚せい剤禍撲滅運動

麻薬、覚せい剤、向精神薬、シンナー
等の乱用は、使う人の体をむしばみます。
そればかりか、様々な犯罪の原因となり
他人の人生をも狂わせます。
ゼッタイやらない。合すぐヤメタイ。
覚せい剤等の相談は石川保健所企26-11
11まで。

ダメ。

2 

自衛隊募集
陸(250人)海(60人)空(60

中卒(見込)17歳未満男子
平成5年11月1日~平成6

応援します
やさしいまち、家づくり

福島県では、お年寄りゃ体の不自由な
方などが安心して暮らすため、不特定多
数の人が利用する①建築物の増改築
②車両等の購入などを対象に融資制度
「やさしいまちづくり推進資金」を設け
ています。
また、住み慣れた家をお年寄りゃ体の
不自由な人が住みやすいよう改造する際
に利用できる融資制度「高齢者等住宅改
造資金」も設けています。
詳しいことは、役場住民課福祉係宮57
-3161内線27番まで。

みんな集まれ!
卓球大会をやりま亨

玉川卓球クラブが主催する「車球大会」
が開かれます。どなたでも参加できます
ので、どんどんお申し込み下さい。
・大会日時平成5年12月12日旧)午前
9時~
・場 所玉川勤労者体育センター
・種 目小学生の部(シングルス)
一般の部(シングルス-ダブルス)
・申込先玉川村公民館n57-3101内
線62番か塩沢正勝さんn57-3907まで
・申込期限 12月3日まで

夢(cJ:)毎力、5やってくる
国立宮古海員学校生徒募集

国立宮古海員学校では、平成6年度に
入学する生徒を募集しています。
・概 要…修業年限3年の船員教育
機関
・募集人員…本科40名
，受験資格…中学校卒業者(卒業見込
みを含む)
・願書受付…平成6年1月10日'"'-'2月
9日
・入学試験日…平成6年2月13日(日)午前
9時開始
・試験科目・国語、数学、英語
・問合せ先…宮古海員学校総務課
0193-62-5316 

福島県の最低賃金
1日4，258円 1時間534円
10月↑白から福島県の最低黄金は、 1
日4，258円、時間給労働者1時間534同と
なっています。
との最低黄金は、福島県内の事業場で
働くすべての労働者()¥ートタイマー、
アルバイト等を含む)に適用されます。
詳しくは、須賀川労働基準監督署まで
n0248-75-3519 

成人病予防教室

須釜公民館

午前9時30分~
機能訓練

午後 1時30分~

乳児健診

午後 1時~

(対象平成5年7月

8月生まれ)

お誕生おめでとう

ございます

母親教室

午前9時15分~
機能訓練

午後 1時30分~

22日伺) 成人病予防教室

岩法寺農構センター

午前9時30分~

血圧デ一

子宮がん検診

12月

1日(水)

3白幽

6日伺)

7日ω

'94 
-募集人員
人)
・資 格

・受付期間
年1月4日
・試験期日 1次平成6年1月6日
2次平成6年1月20'"'"'23日
詳しくは郡山募集事務所まで0
n0249-32-1424 
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次
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央

光

実

安

者
H
護

尉

保

浩

成

良

泰

貴

武

月ゆ
名
川
聖
か
佳
な
鞠
み
実
な
奈
ほ
穂

国
【
ゆ
由
併
桂
社
里
か
佳
ち
知

但

田

針

針

川

辺

回

出

吉

小

小

白

渡

車

おくやみ申し上げます

地区

小高

中

岩法寺

友
則

ウ

今

2主主

用品

目死亡
事
故
ゼ
ロ
1

玉
川
村
で
は
、
来
年
1
月
幻
日
で
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
l
，
0
0
0
日
を
達

成
い
た
し
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
す
の
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
村

民
1
人
1
人
が
協
力
し
、
死
亡
事
故
ゼ

ロ
1
，
0
0
0
日
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

⑮ 

⑮ 

⑮:保健センター

8日(水)

10日伝的

包

(10月届出分)
死亡者氏名年齢世帯主名

車田シノ 93 正

和田シン 88 ユタカ

草野敏正 67 義房

鈴木マツヨ 62 武士

小針秋雄 46 高雄

高原勝利 40 美智子

関根ソノ 96 良吉

区

高

岩法寺

北須釜

~ 

ク

か

地

下記の方々から社会福祉活動資金

寄付ありがとうございます

として寄付をいただきました。厚〈

御礼申し上げます。

記

~ 

住宅需要実態調査にご協力下さい 14 

住宅金融公庫からのお知うせ
住宅金融公庫の平成5年度第2[QJ申込みを
受け付けております。
*受付機関 11月 1日間.-.....-11月19日幽
この度、金利が引下げになリ、お客様にはい
ままでよりご利用し易くなっております。ま
た、お申込みはお近くの金融機関〈住宅金融
公庫業務取扱庖と表示した金融機関)で行い
ますので、大変便利です。マイホームの新築
・購入-リフォームなどをお考えの方は、ぜひ
公庫融資をご剥用ください。お問い合わせ
は、住宅金融公庫東北支庖宮022-227-5003も
しくはお近くの金融機関までお願いします。

11月24日-----2?日

-北須釜の鈴木ーさんから

・北須釜の高原豊勝さんから 3万円

3万円

15 

1万円

-北須釜の小針高雄さんから 1万円

3万円

2万円

-北須釜の関根今朝夫さんから

(村社会福祉協議会)

-小高の和田豊彦さんから

-小高の車田正衛さんから
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「
定
規
植
え
?
」

こ
の
写
真
は
、
曲
山
勉
さ
ん
(
蒜

生
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
写
真
の
内
容
に
つ
い
ズ
は
、
よ

く
分
り
ま
せ
ん
が
・
:
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
写
真
の
表
紙
部
分
に
メ

モ
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
モ
に
よ
る
と
、
昭
和
問
年
6
月

日
日
「
富
民
協
会
水
稲
増
収
競
技
会

出
品
田
植
状
況
」
の
よ
う
で
す
。
場

所
は
、
小
高
地
区
の
中
村
前
あ
た
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
な
り
長
い
苗
を
木
の
定
規
を

使
っ
て
植
え
て
い
る
様
子
が
分
か
り

ま
す
。
大
戦
を
前
に
し
た
田
植
の
せ

い
か
、
ど
こ
と
な
く
明
る
い
雰
囲
気

が
あ
り
ま
せ
ん
。

写
真
の
左
端
は
当
時
の
泉
村
村
長

矢
部
欣
治
氏
、
そ
の
右
側
が
担
当
者

の
溝
井
喜
入
郎
氏
、
そ
の
右
側
が
技

術
員
と
だ
け
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

技
術
員
の
服
装
か
ら
も
な
ん
と
な
く

戦
争
が
近
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

たまかわの皆さん
お元気ですか

「いつでも気軽にお立ち寄り下さい」

東京都練馬区

吉田千代乃さん(川辺出身)

一東京玉川会員だより一

今
年
の
異
常
気
象
で
、
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
田
舎
か
ら
一
年
分
の
お
米
を

買
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
、
二
人
と
も
川
辺

出
身
で
す
。
上
京
し
て

ω年
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
が
、
同
郷
と
い
う
事

で
話
も
合
い
ま
す
し
、
食
べ
る
も
の

も
同
じ
な
の
で
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
練
馬
に
来
て
初
年
。
最
初
の
頃
は
、

奥
さ
ん
同
志
は
知
り
合
え
て
も
御
主

人
は
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

地
方
出
身
者
で
親
せ
き
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
お
互
い
に
助
け
合
い
ま

し
ょ
う
と
日
年
位
前
に
親
睦
会
を
つ

く
り
ま
し
た
。
新
年
会
や
忘
年
会
な

ど
夫
婦
同
伴
で
出
席
し
、
楽
し
ん
で
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い
ま
す
。
最
近
は
一
泊
旅
行
べ
も
出

か
け
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
今
年
の
夏
に
自
動

車
修
理
庖
の
仕
事
場
を
片
付
け
て
、

焼
肉
で
納
涼
会
を
し
た
と
こ
ろ
で

す。
一
声
か
け
た
ら
初
人
ぐ
ら
い
集
ま

り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
た
ち
の
腕
を
ふ

る
っ
た
料
理
に
い
ろ
ん
な
話
に
花
が

咲
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

私
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に

出
入
り
で
き
る
家
を
心
が
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
が
合
う
仲
間
が
多
い
こ

の
地
に
来
て
、
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ

た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
会
員
の
皆
様
、
村
民
の
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。
ま
た
、

こ
ち
ら
の
方
へ
お
出
か
け
の
際
に

は
、
い
つ
で
も
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。




